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自
治
会
で
は
、
五
月
二
十
四

日
働
、
八
月
一
日
出
に
一
斉
清

掃
を
行
い
、
各
班
毎
に
最
寄
り

の
道
路
や
公
園
等
を
清
掃
し
、

自
治
会
内
の
環
境
美
化
を
図
り

ま
し
た
。
こ
の
一
斉
清
掃
に
併
せ
、
自

治
会
お
よ
び
公
民
館
で
は
、
役

員
に
よ
る
公
民
館
内
外
の
清
掃

や
除
草
等
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ゴ
ミ
減
量
推
進
員
に

よ
る
投
棄
ゴ
ミ
等
の
回
収
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
会
育
成
会
は
、
六
月

六
目
出
今
年
度
一
回
目
の
廃
品

回
収
を
行
い
ま
し
た
。

廃
品
回
収
は
、
資
源
の
回
収
、

再
利
用
に
有
益
で
あ
る
こ
と
は

も
と
よ
り
、
回
収
量
に
応
じ
た

事
業
収
入
が
得
ら
れ
る
こ
と
か

ら
子
ど
も
会
育
成
会
の
主
要
な

事
業
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
二
回
目
（
十
月
）
、

三
回
目
　
（
二
月
）
も
予
定
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
会
員
各
位
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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介
護
保
険
制
虔
は
こ
う
変
わ
る
！

～
新
制
度
の
仕
組
み
と
小
山
市
の
現
状
～

世
界
遺
産

富
岡
製
糸
場
へ

月
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し

た。

自
治
会
及
び
公
民
館
は
、
六

月
二
十
一
日
㈲
犬
塚
公
民
館
に

お
い
て
、
「
平
成
二
十
七
年
度

犬
塚
自
治
会
関
連
役
員
研
修

会
」
を
開
き
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
は
、
各
役
員
の

知
識
向
上
を
図
る
こ
と
を
は
じ

め
、
役
員
相
互
の
意
思
疎
通
と

親
睦
を
図
る
こ
と
も
目
的
の
一

つ
と
し
て
実
施
し
て
い
る
も
の

で
、
自
治
会
・
公
民
館
役
員
の

ほ
か
、
関
連
組
織
の
役
員
や
役

員
経
験
者
な
ど
計
4
0
名
の
方
が

参
加
し
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
会
で
は
、
誰
も

が
避
け
て
通
れ
な
い
老
後
を
考

え
る
た
め
、
「
介
護
保
険
制
度

は
こ
う
変
わ
る
！
　
～
制
度
の

仕
組
み
と
小
山
市
の
現
状
～
」

と
題
し
た
市
の
　
『
お
や
ま
・
ま

ち
づ
く
り
出
前
講
座
』
を
活
用

7
し
、
市
高
齢
生
き
が
い
課
高
齢

支
援
係
よ
り
3
名
の
担
当
者
を

招
き
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
は
、

制
度
改
正
に
よ
り
、
保
険
料
や

提
供
さ
れ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
等

が
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
こ
と

か
ら
、
①
介
護
保
険
制
度
と
は

②
小
山
市
の
高
齢
者
の
現
状
③

第
6
期
の
介
護
保
険
料
に
つ
い

て
④
平
成
2
7
年
度
制
度
改
正
の

内
容
等
に
つ
い
て
、
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

研
修
会
後
は
、
場
所
を
変
え

て
反
省
会
を
実
施
。
研
修
会
の

内
容
や
自
治
会
運
営
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
和
ん
だ
雰
囲
気
の
も
と

話
も
弾
み
　
「
親
睦
を
図
る
。
」

と
の
目
的
も
達
成
で
き
た
も
の

と
思
い
ま
す
。

青
壮
年
部
は
、
七
月
十
二
日

㈲
、
世
界
遺
産
「
富
岡
製
糸
場
」

お
よ
び
「
碓
井
峠
鉄
道
文
化
む

ら
」
を
巡
る
研
修
会
を
実
施
し

ま
し
た
。

富
岡
製
糸
場
は
、
明
治
三
年

殖
産
興
業
政
策
を
掲
げ
た
政
府

が
、
輸
出
品
の
要
で
あ
っ
た
生

糸
の
製
品
改
良
と
大
量
生
産

を
す
る
た
め
、
「
官
営
製
糸
工

場
」
　
と
し
て
明
治
五
年
十
月
に

操
業
を
開
始
し
た
も
の
で
、
昭

和
六
十
二
年
の
創
業
停
止
ま
で

百
十
五
年
間
操
業
し
、
操
業
停

止
後
も
そ
の
姿
を
ほ
と
ん
ど
変

え
る
こ
と
な
く
保
存
さ
れ
て
き

た
も
の
で
、
平
成
二
十
六
年
六

碓
氷
峠
鉄
道
文
化
む
ら
は
、

信
越
本
線
横
川
駅
～
軽
井
沢
駅

間
の
廃
止
に
よ
っ
て
役
目
を
終

え
た
横
川
運
転
区
跡
地
に
建
設

さ
れ
た
鉄
道
テ
ー
マ
パ
ー
ク
で
、

碓
氷
峠
の
歴
史
や
資
料
、
当
時

活
躍
し
た
鉄
道
車
両
の
他
、
国

鉄
時
代
の
車
両
な
ど
が
多
数
展

示
・
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

よ
り
四
名
の
方
が
訓
練
に
参
加

し
ま
し
た
。

訓
練
は
、
小
山
市
で
震
度
7

の
地
震
が
発
生
し
、
多
く
の
家

屋
が
倒
壊
す
る
と
と
も
に
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
に
も
甚
大
な
被
害
が

発
生
し
て
い
る
こ
と
を
想
定
し

て
行
わ
れ
、
市
消
防
本
部
、
各

分
団
は
じ
め
県
警
本
部
、
陸
上

自
衛
隊
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
等
々

1
2
0
の
機
関
・
団
体
が
参
加
・

協
力
し
、
関
係
者
、
見
学
者
合

せ
約
5
0
0
0
人
が
集
ま
り
ま

し
た
。な
お
、
犬
塚
の
参
加
者
は
、

避
難
訓
練
・
要
援
護
者
避
難
訓

練
お
よ
び
応
急
物
資
供
給
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。

栃
木
県
・
小
山
市

総
合
防
災
訓
練

栃
木
県
・
小
山
市
総
合
防
災

訓
練
は
、
八
月
三
十
日
㈲
石
の

上
河
川
広
場
に
お
い
て
実
施
さ

れ
、
大
塚
自
治
会
自
主
防
災
会
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自治会・公民館等行事予定 
（変更になる場合があります） 

010月4日（日）自治会運動会 

010月18日（日）大谷地区体育祭 

010月25日（日）自主防災会訓練 

011月7－8日（土・日）文化祭 

012月6日（日）もちつき大会（子ども会育成会） 
＊・＊‥＊　皆様、誓ってこ参加下さい．。　＞：く＞：ミ＞：く 
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夏
だ
・
祭
り
だ
！

お
神
輿
ワ
ッ
シ
ョ
イ

大
塚
夏
祭
り
（
金
山
神
社
氏

子
会
主
催
、
自
治
会
・
公
民
館

後
援
）
　
は
、
七
月
十
九
日
側
、

金
山
神
社
（
公
民
館
）
を
拠
点

と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

夏
祭
り
の
目
玉
と
な
る
お
神

輿
渡
御
は
、
で
き
る
だ
け
自
治

会
内
全
域
を
回
れ
る
よ
う
道
順

や
休
憩
場
所
の
配
置
を
検
討
し

午
前
中
南
回
り
、
午
後
は
北
回

り
で
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
気
温
も
ぐ
ん
ぐ

ん
上
が
り
体
温
に
も
達
し
よ
う

か
と
い
う
猛
暑
日
に
な
り
ま
し

た
が
、
参
加
し
た
子
供
た
ち
は

元
気
一
杯
。
汗
だ
く
に
な
り
な

が
ら
も
山
車
を
引
い
た
り
、
お

神
輿
を
担
い
だ
り
と
大
活
躍
、

盛
況
の
う
ち
に
無
事
終
わ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
お
神
輿
の
渡
御
に
併

せ
、
子
供
た
ち
の
手
に
よ
り
集

め
ら
れ
た
お
賽
銭
は
、
氏
子
会

の
ご
厚
意
に
よ
り
、
「
子
供
た

ち
の
育
成
に
活
用
し
て
欲
し

い
。
」
　
と
の
こ
と
で
、
子
ど
も

会
育
成
会
に
全
額
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。

に
、
突
然
雨
が
降
り
出
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。

雨
は
、
一
時
的
な
も
の
で
し

た
が
、
ぼ
ん
ぼ
り
や
放
送
設
備

な
ど
の
電
気
設
備
、
お
磯
子
の

太
鼓
な
ど
、
濡
ら
す
こ
と
の
で

き
な
い
設
備
や
備
品
が
あ
る
こ

と
、
何
よ
り
参
加
者
の
健
康
・

安
全
面
を
考
慮
し
、
非
常
に
残

念
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
時
間

を
繰
り
上
げ
て
終
了
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

」「盆踊り大会」

盆
踊
り
大
会
！

大
塚
盆
踊
り
大
会
（
公
民
館

主
催
）
　
は
、
八
月
二
十
二
日
出
、

金
山
神
社
境
内
に
お
い
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

今
年
の
盆
踊
り
大
会
は
、
踊

り
の
輪
も
だ
ん
だ
ん
大
き
く
な

る
な
ど
途
中
休
憩
の
時
間
ま
で

は
順
調
に
進
み
ま
し
た
が
、
お

囁
子
が
再
開
さ
れ
、
踊
り
の
輪

も
大
き
く
な
ろ
う
か
と
い
う
時
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夏
休
み
映
画
鑑
賞
・
ゲ
ー
ム
大
会

～
犬
塚
子
ど
も
会
自
主
事
業
～

谷
北
部
地
区
ド
ッ
ヂ
ピ
ー
大
会

が
、
八
月
二
十
三
日
㈲
城
東
小

学
校
体
育
館
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

子
ど
も
会
育
成
会
は
、
八
月

十
六
日
㈲
犬
塚
公
民
館
に
お
い

て
、
映
画
鑑
賞
・
ゲ
ー
ム
大
会

を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
子
ど
も
会
の

自
主
事
業
と
し
て
、
子
供
た
ち

自
ら
が
計
画
し
た
も
の
で
、
育

成
会
役
員
の
協
力
も
得
な
が
ら

映
画
（
D
V
D
）
鑑
賞
と
ゲ
ー

ム
大
会
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
下
屋
下
に
は
特
設
の

1
屋
台
が
設
置
さ
れ
、
ポ
ッ
プ

コ
ー
ン
や
か
き
氷
等
が
提
供
さ

れ
、
夏
休
み
の
楽
し
い
一
日
を

過
ご
し
ま
し
た
。

と
で
、
使
用
す
る
デ
ィ
ス
ク

も
ド
ッ
ヂ
ピ
ー
と
言
い
ま
す
。

ル
ー
ル
は
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
と
ほ

ぼ
同
じ
で
す
が
、
あ
た
っ
て
も

痛
く
無
く
、
け
が
の
心
配
も
少

な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

犬
塚
は
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

団
員
を
中
心
に
チ
ー
ム
を
編
成

し
て
参
加
。
慣
れ
な
い
デ
ィ
ス

ク
に
悪
戦
苦
闘
し
て
い
ま
し
た
。

七
月
十
九
日
の
朝
練
時
に
同
　
4

チ
ー
ム
の
ス
タ
ッ
フ
が
来
訪
さ

れ
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の
体
験
練

習
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

一
時
間
弱
の
練
習
会
で
し
た

が
、
子
供
た
ち
は
楽
し
そ
う
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

↓
　
■
一

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
に
挑
戦

ド
ッ
ヂ
ピ
ー
大
会

停
邦
語
盆

ぐ
一
夢
∪
曹

大
谷
北
部
地
区
子
ど
も
会
育

成
会
連
合
会
主
催
に
よ
る
、
大

潮
叫
○
亜

ド
ッ
ヂ
ピ
ー
は
、
ウ
レ
タ
ン

と
ナ
イ
ロ
ン
で
で
き
た
フ
ラ
イ

ン
グ
デ
ィ
ス
ク
を
使
っ
て
行
う

安
全
性
が
高
く
気
軽
に
楽
し
め

る
遊
び
で
あ
り
ス
ポ
ー
ツ
の
こ

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
体
を

動
か
す
こ
と
の
楽
し
さ
や
色
々

な
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
ん
で
も
ら

う
こ
と
を
テ
ー
マ
に
活
動
し
て

お
り
、
全
団
員
必
須
の
朝
練
（
日

曜
日
、
主
に
陸
上
）
、
体
育
館

解
放
を
利
用
し
た
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
・
卓
球
　
（
金
曜
日
）
　
は
じ
め
、

専
門
部
と
し
て
野
球
部
・
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
部
・
サ
ッ
カ
ー
部
（
大

谷
北
F
C
に
依
頼
）
が
活
動
し

て
お
り
、
各
専
門
部
は
、
大
会

等
に
お
い
て
好
成
績
を
収
め
る

な
ど
活
躍
し
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
今
年
か
ら
活
動
を

ス
タ
ー
ト
し
た
　
「
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
チ
ー
ム
・
東
洋
ジ
ュ
ニ
ア
」

さ
ん
と
交
流
す
る
機
会
が
あ
り
、

締
苛
＼
沐
東
沖
知
識
　
冷
却
琳
両
軸
＼
汁
覇
1
諮
　
新
井
瑚
甫
軸
＼
］
F
E
腫
帥
　
巨
富
U
＼
嚢
面
河
踵
雪
空
翌


